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プロジェクト

申込方法　事前申込は不要です。上映日時（裏面）に合わせてどなたでも自由にご覧いただけます。

公益財団法人 世界人権問題研究センター  
〒600-8206 京都市下京区下之町 57 番地 1　京都市立芸術大学内A棟 7階
Tel. 0 7 5 - 5 8 5 - 5 8 9 7   Fax. 0 7 5 - 5 8 5 - 5 8 9 8　
E-mail: jinken@khrri.or.jp　URL: http://khrri.or.jp    

80年前、私たちの国には戦争がありました。

ドキュメンタリー映像の上映
Kyoto H

um
an Rights Research Institute

日　時　　2025年8月18日（月）～9月17日（水）  （土日祝日、９月３日除く）
場　所　　世界人権問題研究センター　多目的スペース
参加料　　 無 料　

※その他、関連書籍の展示をいたします。

80年を経た今でも、ロシアのウクライナ侵攻は終結の兆しが見えず、ガザ地区でのイスラエルとハマスの
戦闘やスーダンの内戦も続いており、多くの人々の命が失われています。
戦争は最大の人権侵害です。
80年前の日本で、戦争により学業を離れ出陣し戦死した学生、離れ離れになった家族、自分の意思とは関
係なく辛い作業を強いられた人たちのドキュメンタリー映像から、平和、生きることの尊さを考えてみませんか。

●南西諸島の空から～ある特攻隊員の日記～　
●戦地からの手紙～家族へ宛てた386 通～
●731部隊　最後の証言

長崎ケーブルメディア　 伊那ケーブルテレビジョン

731 部隊  最後の証言

中央大学 FLP 松野良一ゼミ南西諸島の空から～ある特攻隊員の日記～
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　中央大学は140年近い歴史を持ち、アジア・太平洋戦争でも多くの学徒が出陣し、確実
に判明しているだけでも約60人が特攻隊で戦死している。
　そうした先輩たちの記憶を残そうというプロジェクトの活動の中で、私は特攻隊で戦
死したある先輩の12冊の日記を見つけた。中央大学専門部商科夜間部を繰り上げ卒業した
富澤健児さんのものだ。
　平和な時代を生きる同じ大学の後輩として私は彼の人生に興味を持った。彼は、特攻
命令をどう受け止めたのか。沖縄攻撃にどのような思いで向かって行ったのか。彼の日
記を手掛かりに、富澤さんの 23 年間の人生を追った。
【中央大学 FLP 松野良一ゼミ制作 , D/ 伊藤光雪】
※第 43 回「地方の時代」映像祭 2023　市民・学生・自治体部門優勝賞部門優秀賞

●南西諸島の空から～ある特攻隊員の日記～（41分）
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世界人権問題研究センター

A棟7階 アクセス
○  JR・地下鉄・近鉄電車「京都駅」
   から徒歩約6分
○  市バス「塩小路高倉・京都市立芸術大学前」
　下車すぐ
○  京阪電車「七条駅」から徒歩約8分
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　清水英男さん。長野県宮田村生まれ。清水さんが生まれた昭和 5 年、世界は大恐慌の中。
日本は大陸に活路を見出し、中国東北部の旧満州に進出した。
　昭和 20年、1945 年 3 月に14歳の清水さんは、教師の勧めで旧満州ハルビンンに渡った。
731 部隊とは知らされてなかった。
　2022年、平和祈念館開館を聞き重たい口を開き始めた。証言は、パネルとして展示される
予定だったが、教育委員会は、展示については賛否があり十分な検討が必要として見送っ
たのだった。清水さんが部隊にいたのは、わずか 4か月半。終戦直前、骨を拾い建物の爆破、
自決用青酸化合物・拳銃を渡されたことを克明に記憶している。
【伊那ケーブルテレビジョン制作 , D/ 伊藤秀男 】　
※第 44 回「地方の時代」映像祭 2024　ケーブルテレビ部門優秀賞

「地方の時代」映像祭
　「地方の時代」映像祭は、今年、第 45 回を迎えます。1980 年のスタート以来、この映像祭には全国各地域の放送局・ケーブルテレビ局、自治体、
市民・学生・高校生から、地域を見つめ、時代を問い、人々のありのままの生き方を伝える作品が寄せられました。昨年までの参加作品の総数は
7416 本にのぼります。それらは、地域と時代を伝える真実の記録であり、地域に生きる "小さな民 "のさまざまな思いの記憶です。
「地方の時代」映像祭HP　https://www.chihounojidai.jp/index.html　ごあいさつより

●731部隊  最後の証言（29分）

　諫早市に住む山本梓さんは、母親の遺品整理をしているときに約80年前に戦死
した父・格さんからの手紙を発見。格さんが軍医として戦地へ招集されたとき、
梓さんはわずか３歳であったため父との記憶がほとんどなかった。しかし、手紙
を通して父とのわずかな思い出や、どれだけ梓さんと弟が父親から愛されていた
のかがそれらを通して痛感することができた。
　母が残した手紙を多くの人に見てもらい戦争が一体何を奪ってしまうのか知っ
てもらうために、諫早市歴史美術館へ寄贈。
そして、抜粋した 98 通の手紙やはがきを本にして出版することを決めた。

●戦地からの手紙～家族へ宛てた 386 通～（27分）

【長崎ケーブルメディア制作 , D/ 鴨川仁乃】
※第 43 回「地方の時代」映像祭 2023　
ケーブルテレビ部門優秀賞

設　　　立 1994（平成 6）年 11 月 22 日（文部大臣許可）
 ※2012 年 4 月 1 日　公益財団法人（内閣総理大臣認定）に移行
開　　　所 1994（平成 6）年 12 月 1 日
設立の目的 
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平安建都 1200 年を記念して、京都の歴史と伝統、特に学術を初めとする文化の蓄積を基礎に、
人権問題について広く世界的視野に立った総合的な調査、研究を行い、この問題に関しての
広範な学問分野での交流や国内、国外の研究機関及び研究者との連携、交流を推進し、
国の内外にわたる人権問題に係る学術、研究の振興に寄与することを目的とします。
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